平成25年10月16日
　庄原市長　木山耕三　　様

庄原市議会　　きずな
代　表　　八谷　文策
平成26年度予算編成に対する要望書

　本年4月の庄原市長選挙において、木山新市長が誕生しました。
これまでの8年間はどちらかというと、合併前に策定された新市建設計画に沿った事業が進められてきたと考えます。しかしながら、8年が経過し、事業そのものの見直しを迫られてきているのも事実です。つまり、最大の課題である財政の健全化を進めながら住民の福祉向上を目指すという非常に厳しい舵取りが要求されています。
　そこで、会派「きずな」として、平成26年度予算編成に当たり、次の事項について、政策の見直しも含めた各種施策の実施と予算措置を強く要望いたします。
　
１．バイオマスタウン構想について

（１）国による補助金返還命令が庄原市に出される事態となったことを重く受け止め、直ちに、関連する事業すべてから完全撤退し、自主的に補助金を国と協議の上、返還すること。

（２）本来のバイオマスタウン構想の目指す、農畜産林業において住民が潤える真っ当な事業の研究開発に早急に着手すること。
２．上下水道の整備について

（１）未だに庄原市の上水道普及率は77.8％、下水道に至っては71.5％である。
若者の定住施策としても重要であり、国・県とも協議の上、事業計画の練直しも含め、速やかに事業実施すること。

　

３．医療・福祉全般について

（１）2015年度より、介護保険制度の要支援1・2の運営主体を各市町とする改正がなされようとしているが、財政が厳しい本市にとっては不安を覚えるものである。
これまでも介護保険制度の不平等性は指摘されており、国・県に対し、制度設計そのものを含め、利用者が納得できる制度に改めるよう、強力に働きかけること。

（２）幼保小中が連携した一体的子育て環境を整備すること。特に放課後児童クラブ、放課後子ども教室については、施設の拡充、指導員配置等の予算を増額すること。
（３）障がい者が親亡き後も安心して暮らせるよう、グループホーム等を整備拡充するための予算を、国・県にも働きかけ、確保すること。
（４）医療費の更なる増額に歯止めをかけるためにも、予防医療の観点から、住民が健康に暮らすための生活指導や各種相談に当たる保健師の役割は重要である。そのため、地域に密着した保健師の増員のための予算を確保すること。
４．高速通信網整備について

（１）広島県内で唯一、光通信網が整備されていない庄原市となった。医療現場、教育現場でも早期の整備が待たれている。防災無線等の議論もあることは重々承知しているが、何としても高速通信網整備を早急に整備すること。
　

